
本を紹介してほしいと言われ、35年ぶりに

手に取った。登場人物に「鼠」がいることだ

けは覚えていた。舞台となる1970年は私の生

まれ年である。「みんな同じさ」という言葉

がある。不変だなと感じた。

一方、人との出会いや別れは激変した。時

の移ろいを感じとれるのが本の魅力か。

今年こそノーベル文学賞受賞を、と願う｡

実
は
こ
ん
な
に
す
ご
い
！

塩
尻
市
立
図
書
館

本
館
は
地
域
の
情
報
拠
点
と
し
て
、
約

43

万
冊
の
本
、
４
０
０
種
類
以
上
の
雑

誌
、
１
万
点
以
上
の
視
聴
覚
資
料
、W

i-

F
i

も
利
用
可
能
な
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が

利
用
で
き
る
図
書
館
で
す
。
こ
れ
ま
で
全

国
的
な
評
価
と
し
て
い
く
つ
か
の
賞
を
受

賞
し
、
２
０
２
１
年
度
に
は
本
の
総
貸
出

数
が
約
72

万
冊
と
、
過
去
最
高
と
な
り

ま
し
た
。
人
口
が
６
万
５
千
人
ほ
ど
の
市

で
す
が
、
今
も
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
図

書
館
で
す
。

多
彩
な
職
員
が
い
ま
す

塩
尻
市
立
図
書
館
の
強
み
は
20

代
～

60

代
ま
で
幅
広
い
年
代
の
職
員
が
い
る

こ
と
。
経
歴
も
多
様
で
色
々
な
知
識
・
資

格
を
持
っ
た
人
が
い
ま
す
。
中
に
は
定
年

後
に
司
書
の
資
格
を
取
得
し
た
人
、
日
本

図
書
館
協
会
が
定
め
る
研
修
や
基
準
を
満

た
し
た
「
認
定
司
書
」
、
担
当
す
る
ワ
イ

ン
の
知
識
を
深
め
る
た
め
に
「
ワ
イ
ン
エ

キ
ス
パ
ー
ト
」
の
資
格
を
取
っ
た
人
、
絵

本
に
つ
い
て
専
門
的
な
知
識
や
技
能
を
持

つ
「
絵
本
専
門
士
」
、
長
野
県
農
政
部
の

元
職
員
で
作
物
に
精
通
し
て
い
る
職
員
な

ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま
す
。
普

段
は
わ
か
ら
な
い
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
で
す
が
、
い

ざ
と
い
う
時
に
は
知
識

と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を

発
揮
し
な
が
ら
、
み
な

さ
ん
の
図
書
館
ラ
イ
フ

を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

カウンターにいると「今何時

ですか？」と聞かれることがあ

ります。そう、館内には時計が

ありません。それぞれのカウン

ターに1つずつあるのみです。

これは「時を忘れて過ごしてほ

しい」という想いがあります。

トリビア①
館内には時計がない!?

初めて本館に来た時、衝撃でした。

明るく開放的で蔵書の多さに一遍で大好

きな場所になりました。ちょうどその頃、池波

正太郎作品を読み始めていたのですが、本

館の文庫コーナーにある作品群に興奮しま

した。池波作品を読みつつ新聞・週刊誌・

月刊誌・新刊本を読み、自分の好みの本を

探し出します。新刊本は、予約して順番を待

つことがあるけれど、好きな作家・シリーズ

ができて楽しみとなりました。

本館での読書は、自宅より集中力が増し

てページが進み楽しい時間です。予約本の

中でも特に楽しみにしている本がある時は、

図書館からの電話が待ち遠しいのです。蔵

書が多くてとても読み切れませんが本好き

にはたまらない塩尻市立図書館です。

ただ残念なのは、蔵書点検の休館日が八

日間ある事です。

えんぱーくには塩尻市の姉妹都市

「糸魚川市」「袋井市」「南伊豆

町」「ミシャワカ市」の方角と距離

を指し示す看板があります。

また、えんぱーくにある壁のうち

70枚には塩尻に関するトリビアが

書かれています。図書館内の壁にも

22個のトリビアが書かれているの

で、ぜひ探してみてくださいね！

トリビア②
姉妹都市がわかる!?

いて よしお さん
普段から塩尻市立図書館の
本館や分館を利用してくだ
さっています。分館をめぐ
るイベントも楽しみながら
参加してくださる、いてさ
んにお聞きしました。

Vol.1

塩尻市長 百瀬敬 さん

図書館のおどろきポイントを紹介

図書館では定期的にテーマを設定

して本を集る特集コーナー｢テーマ

ブックス｣を実施しています。さま

ざまな切り口で本を取り上げること

で、みなさんに新たな本との出会い

を提供したいという思いで作ってい

るもの。毎月15テーマほど展開し

ていますが、ここまでの数を同時開

催している図書館は稀のようです。

トリビア③
｢テーマブックス｣の数が桁違い！

子育ての悩みや不安を解消！

●お子さんとの絵本の楽しみ方などを

サポート

●子育て支援センターと協力して、お

はなし会や出張図書館を実施

働く人を応援！

●長野県よろず支援拠点と共催で毎月

ビジネス情報相談会を開催中

●地元企業の広報に図書館を活用いた

だけるよう雑誌広告制度を導入

学生ボランティア「しおり部」と

一緒に活動！

●図書館に置いてほしい本を選ぶ選

書ツアーの実施

●イベントなども随時開催

●ブックリストの作成、配布

シニアの居場所に！

●趣味や生涯学習、健康など、役立つ本を

提供

●図書館活用や本の検索方法の講座を開催

●DVD鑑賞会やレコード交流会などのイベ

ントを開催

塩
尻
市
立
図
書
館
本
館
の

魅
力
を
大
解
剖
！

塩
尻
市
立
図
書
館
本
館
は
２
０

１
０
年
７
月
、
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
え
ん
ぱ
ー
く
）
内
に
移
転

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
16

年
目

を
迎
え
る
図
書
館
本
館
の
魅
力
を

深
掘
り
し
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

特集

館
内
の
魅
力
を
発
見
！

児
童
エ
リ
ア
の
特
徴
は
、
図
書
館
の

児
童
コ
ー
ナ
ー
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

が
隣
接
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
子
育
て
に

役
立
つ
本
や
乳
幼
児
が
楽
し
め
る
絵
本
を

ま
と
め
て
置
き
、
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た

親
子
が
立
ち
寄
り
や
す
い
コ
ー
ナ
ー
づ
く

り
を
し
て
い
ま
す
。
当
館
は
「W

e
 

ラ
ブ

赤
ち
ゃ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
賛
同
し
て

い
て
、
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
い
て
も
、
子
ど
も

が
声
を
出
し
て
も
気
に
せ

ず
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

児
童
コ
ー
ナ
ー
に
あ
る

吹
き
抜
け
は
「
太
陽
の
コ

ー
ト
」
と
い
い
、
絵
本
作

家tu
p

era
tu

p
era

さ
ん
制
作
の
太
陽
の
オ

ブ
ジ
ェ
が
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
約
4

万
冊

あ
る
中
か
ら
気
に
な
っ
た
本
を
す
ぐ
に
広

げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
エ
リ
ア
内
に
は
テ
ー

ブ
ル
や
イ
ス
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
注
目
！

本
や
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
収
集
・
提
供
・

一
般
書
エ
リ
ア
に
は
2

つ
の
吹
き

抜
け
が
あ
り
開
放
的
な
空
間
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
「
森
の
コ
ー

ト
」
は
普
段
、
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
定
期
的
に
絵
本
の

原
画
展
や
写
真
展
な
ど
を
開
催
し
た
り
、

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
り
と
、
多
様
な
使

い
方
を
し
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
の
「
月

の
コ
ー
ト
」
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末
や
、

過
去
の
新
聞
記
事
な
ど
が
検
索
で
き
る

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
統
計
・
白
書
等
が
そ

ろ
っ
て
い
る
コ
ー
ナ
ー
で
、
調
べ
も
の
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
徴
と
し
て
、
単
行
本
、
新
書
、C

D

、

D
V

D

な
ど
を
刊
行
形
態
別
に
置
く
こ
と
は

せ
ず
に
同
じ
テ
ー
マ
の
も
の
を
一
か
所
に

ま
と
め
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
情
報
を
手
に

で
き
る
棚
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
チ

ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
一
緒
に
置
い
て

い
る
棚
も
あ
り
ま
す
。

保
存
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
「
子
育
て
」

「
ビ
ジ
ネ
ス
」
「
青
少
年
」
「
シ
ニ
ア
」

の
分
野
に
重
点
を
お
き
、
そ
れ
ぞ
れ
専
用

の
コ
ー
ナ
ー
を
作
り
、
講
座
や
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
す
る
な
ど
、
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
り

な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
地
域
に
根
差
し
た
図

書
館
を
目
指
し
、
塩
尻
市
に
関
連
す
る
資

料
の
収
集
に
力
を
入
れ
、
地
元
で
活
躍
す

る
市
民
や
団
体
と
協
力
し
た
企
画
展
や
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
筑
摩

書
房
創
業
者
の
古
田
晁
氏
が
北
小
野
地
区

出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
も
ご
家
族

の
ご
厚
意
で
筑
摩
書
房
か
ら
出
版
さ
れ
た

本
を
ご
寄
贈
い
た
だ
い
て
お
り
、
全
国
に

誇
れ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Library of the Yearとは… 

これからの図書館のあり方を示唆するような先進的な活動

を行っている機関に対して、NPO法人知的資源イニシア

ティブ（IRI）が毎年授与する賞。

地方創生レファレンス大賞とは… 

全国から募った地域活性化や地域課題解決に結びついた図

書館のレファレンスサービスを顕彰するもの。

※レファレンス…調べもの・相談

受賞年 賞

2015年 Library of the year 2015「優秀賞」

2017年 第３回地方創生レファレンス大賞「審査会特別賞」

2018年 第４回地方創生レファレンス大賞「奨励賞」

塩尻市立図書館　全国的な賞の受賞歴

しおり部活動中

古田晁文庫

企画展の様子(森のコート)

太陽のコートの様子

『風の歌を聴け』
村上春樹/著 講談社

ISBN 4-06-116367-1 

今回の紹介者は…

お声がけください！

※2010年の開館から、15,000人以
上が視察に来てくださいました。

年度 団体数 人数

2017年 56団体 914人

2018年 66団体 1,138人

2019年 67団体 877人

2020年 13団体 295人

2021年 27団体 371人

2022年 57団体 574人

2023年 42団体 376人

2024年

※半年間休館
12団体 100人

えんぱーく視察受入数　
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塩尻市立図書館の魅力を大解剖！

塩尻市立図書館だより

第Ⅰ号 2026年4月1日発行

塩尻市立図書館 本館 塩尻市大門一番町１２番２号
TEL：0263-53-3365 https://www.library-shiojiri.jp/
休館日 水曜日、資料整理日、年末年始（12/28-1/3）、蔵書点検日

2026年で開館55年を迎えます。

昭和46年4月1日に塩尻市立図書館が開館してか

ら、2026年4月で55年を迎えます。今年度は塩尻市

立図書館アニバーサリーイヤーとして、さまざまな

記念イベントを企画しています。ぜひお楽しみに！

これまで14年にわたり「信州しおじり本の寺子

屋」のコーディネーターを務めてくださった元『文

藝』編集長の長田洋一さんが2025年8月にお亡くな

りになりました。これまで、本の可能性を信じ続け、

講師選定にご尽力いただきました長田さんに心から

感謝申し上げます。

長田さんの意思を引き継ぎつつ、さらに幅広い世

代に向けて魅力ある事業になるように

講師選定を行い、2026年度のカリキュ

ラムができました！年間リーフレット

は市内図書館や市の施設、ホームペー

ジなどでご覧いただけます。

皆さまのご参加をお待ちしています。

本の寺子屋事業第2幕が始まります！

本館が塩尻市市民交流センターに開館してか

らもうすぐ16年になります。いつも多くの皆さ

んに図書館を利用していただき、誠にありがと

うございます。

2020年3月号を最後に休刊していました「図

書館だより」ですが、今年度から再スタートす

ることになりました。内容をより充実したもの

にしていくため年3回の発行を目標にスタート

します。塩尻市立図書館で行っているサービス

についての紹介や、図書館を利用してくださっ

ている皆さんの声も掲載し、後で見返すことが

できるような「図書館だより」にしていきたい

と考えています。

これからも快適で楽

しく図書館を利用して

いただけるように職員

一同、皆さんのお越し

をお待ちしております！

近くの分館を使ってみませんか

本館と分館を便利に使いわけていただくと、

図書館ライフがもっと快適になるかもしれま

せん！ぜひご活用ください。

塩尻市内には本館と８つの分館があります。

県内では飯田市、松本市に次いで3番目の多さです。

どんな風に分館が使われているのでしょうか？

利用されている方の声を集めてみました！

「引っ越してきたばかりのときはじめて

分館を利用しました。小さい子どもと

いられる場所があるという安心感がう

れしかったです。本館と比べると本の

量は少ないですが、分館の広さだと、

子どもがどこかに行ってしまう心配も

ないので本も選びやすいです。」

「インターネットで予約した本や雑

誌を、家の近くの分館に取り寄せ

て借りています。閉館中でもブック

ポストがあるので、借りた本を返す

のにも使っています。」４０代男性

「歩いて行ける距離にあるので、近

くの分館で気になる講座があると

参加しています。借りたい本がある

ときには職員の方にたずねると見

つけてくれたり、取り寄せてくれたり

してありがたいです。」7０代女性 ３０代夫婦


